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研究成果の概要： 

800組の青年・成人期の双生児を対象とした行動遺伝学的研究から、認知能力、パーソナリテ

ィなどの遺伝・環境構造の解明を行った。一般知能の遺伝的実在性、社会的適応に及ぼす内的

環境適応の過程、パーソナリティの普遍的遺伝構造モデルの提案、自尊心感情の縦断的変化な

どが成果としてなされた。また双生児データのデータベース化、webによる双生児調査フレー

ムワークの確立もなされた。 
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 直接経費 間接経費 合 計 

2006年度 6,000,000 1,800,000 7,800,000 

2007年度 5,600,000 1,680,000 7,280,000 

2008年度 3,600,000 1,080,000 4,680,000 

年度    

  年度    

総 計 15,200,000 4,560,000 19,760,000 

 

 

研究分野：社会科学 

科研費の分科・細目：心理学・教育心理学 

キーワード：遺伝と環境、双生児法、進化、認知能力、パーソナリティ、行動遺伝学 
 
１．研究開始当初の背景 
 「慶應義塾双生児研究プロジェクト(KTP)」
の名の下に 1998年から約 800組の青年期・
成人期の双生児を対象とした行動遺伝学調
査を実施してきた。認知能力、パーソナリテ
ィを中心とした遺伝環境構造の探求がこれ
までの主たる成果であり、ワーキングメモリ
と認知能力、気質と性格の遺伝構造の探求が
その主たる成果であった。 
 
２．研究の目的 
これまでのKTPの成果を基に、双生児

法による行動遺伝学的手法を用いて、心
的活動の基礎過程としての認知能力と
パーソナリティの個人差に及ぼす遺伝
と環境の相互作用モデルを洗練化する
と共に、この基礎過程のモデルを土台と
して、高次の文化的・社会的な心理的・
行動的形質の遺伝的・環境的モデルを明
らかにし、行動遺伝学と社会心理学、進
化心理学、発達心理学などの隣接領域へ
の行動遺伝学の適用可能性を広めるこ
とが学術的目的である。また双生児プロ
ジェクトのシステムに関する目的とし
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て、これまで蓄積されたデータをデータ
ベース化すること、webによる調査を可
能にするフレームワークを構築するこ
とも掲げた。 
 
３．研究の方法 
 一卵性双生児と二卵性双生児の類似性情
報(分散共分散行列)を、構造方程式モデリン
グ(図１)を用いた統計解析にかけ、様々な心
理・行動的な量的形質の背後にある遺伝構造
と環境構造、遺伝と環境の交互作用などを明
らかにする。特に環境要因としては、家族の
類似性を高める共有環境と、家族でも類似さ
せない個人に固有の非共有環境に分けて検
討される。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
図１ 双生児による遺伝・環境の寄与を求め
るための構造方程式モデリング(男女モデ
ル) 
 
 
 
４．研究成果 
①一般知能の遺伝的実在性 
京大 Nx知能検査で測定された認知能力の
一般因子(言語性・空間性因子)が、独自に開
発された Baroco三段論法による論理的推論
能力と共通の潜在因子で説明され、その遺伝
規定性が高いことが示唆された(図２)。この
ことは一般知能の遺伝的・生物学的実在性を
示唆するものとして解釈され、これまでの単
一因子vs多重因子論争や実体vsアーチファ
クト論争に一石を投じ、最新の分子生物学的
研究とも整合性をもつ結果である。 
 
 
②一般的信頼とバーソナリティの遺伝的因
果関係 
一般的信頼の個人差が、パーソナリティ
(外向性と協調性)の個人差から生まれ、その
遺伝規定性は、これらパーソナリティからの

反応性遺伝であることが示唆された(図２)。
これは個人が環境に適応するストラテジー
が遺伝と環境の交互作用によることを示し
たど同時に、個人の環境への適応が、外的な
環境に対してだけでなく、内的環境に対して
もなされていることを示唆し、進化理論的に
重要な知見である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
  図２ 認知能力と推論能力の 

遺伝・環境構造 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
図３ 一般的信頼とパーソナリティの 
   遺伝的因果方向モデル 
 

 
③BIS/BASの発達的変化と持続性 
気質に関するGrayの構成概念BIS(行動抑
制システム)とBAS(行動活性システム)の個
人差の発達に伴う変化と持続性に、遺伝要因
と環境要因がどのように関わっているかを
検討した。その結果、2,3年のインターバル
の間に、BIS,BASともに、その持続性には遺
伝要因が非共有環境よりも大きく寄与して



いること、また変化は非共有環境要因による
こと、さらに２時点で遺伝要因の寄与はほと
んど変化のないことが示された(図４)。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
図４ BIS/BASの縦断的変化 
 
 

 
④自尊感情の発達的変化と持続性 
自尊感情の個人差の発達に伴う変化と持
続性に、遺伝要因と環境要因がどのように関
わっているかを検討した。その結果、１年の
インターバルの間に、③BIS,BASの結果と同
様に、その持続性には遺伝要因が非共有環境
よりも大きく寄与していることが示された
が、遺伝率は時間がたつとやや増加すること
が示唆された(図５)。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  図５ 自尊感情の発達的変化 
 
⑤性役割パーソナリティ(BSRI)の個人差に
及ぼす影響に遺伝的性差と環境的性差性役
割パーソナリティ(BSRI)の個人差に及ぼす
影響に遺伝的性差と環境的性差があるのか
否かを、検討した結果、femininity・
masculinityともに、男女の遺伝要因が等し
く、非共有環境要因が異なるとするモデルが
最適モデルであった。したがって、性役割パ
ーソナリティに影響する、性別に特有の遺伝
と環境の要因は検出されなかった。非共有環
境については性差が検出されたため、男性の
ほうが環境の影響を受けやすいことが示さ
れた。本研究の結果から、心理学で測定され

てきた男性性・女性性というイメージの所産
が、遺伝的実体に基づかない可能性が示唆さ
れた。 
 
 
⑥Web調査用フレームワークの構築 
 これまで質問紙と来校による調査だけを
行ってきたが、新たにwebによる調査を実施
できるようにするためのフレームワークを
構築した(図６)。このサイトから、調査への
協力の登録と、さまざまな調査への参加が可
能となる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
図６ Web調査のサイト 
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